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～ 社員の 7割が障がい者！24時間テレビでもドラマ化された日本理化学工業 ～ 

 

つがる地区障がい者就労支援連絡会“さくらジョブネット”は、このつがる地域の企業や福祉施設、特別

支援学校等により構成され、障がいのある方が自分らしく生きるために様々な活動を行っている団体で

す。もちろん、本校も事務局の一員です！ 

さくらジョブネットでは、毎年、講演会を行っています。講演会には、障がい者の雇用や社会参加、自立

に向けた内容について、国内のトップランナーをお呼びし直接ご講演いただいています。 

 今回は、“働くしあわせのために「社員から教わったこと」”と題して、日本理化学工業株式会社 代

表取締役社長 大山 隆久 氏 から、直接お話をいただく貴重な機会を得ることができました。 

 

 みなさんは、日本理化学工場株式会社をご存じでしょうか。昨年の２４時間テレビ４６のスペシャルドラマ

「虹色チョーク 知的障がい者と歩んだ町工場のキセキ」として放映された会社です。それ以

前にも、「あなたはなぜ働くのですか？」～日本一優しい会社が問い続けた 50年～という

ドキュメンタリードラマが放映されたことがあります。 

日本理化学工業株式会社とネット検索すると、以下のような情報がたくさん出てきます。 

1937年に設立された日本理化学工業は、粉の飛ばないチョーク（ダストレスチョーク）を開発、製造して

いる会社です。最近では“ガラスに書けるチョーク”も販売しています。この会社は、なんと 50年ほど前か

ら障がい者の雇用を行っているそうです。当時の社長だった大山泰弘元会長が、近くの養護学校から卒業

生の採用を頼まれて、１週間の職場体験だけなら…と引き受けたのが始まりとのこと。 

今や、障がい者雇用の割合は、従業員の 7割に達しているそうです。 

従業員の 7割以上が知的障がい者であっても、一人一人の特性や理解力に合わせた工夫を行うことで

健常者と変わらない能力が発揮できると大山氏。障がいのある人を、ただ守り特別扱いするのではなく、

働くことで自立し社会とつながることができるように雇用の場を生み出しているということです。 

知的障がい者を多数雇う会社ですが、雇用条件が４つあるそうです。 

① 食事や排泄も含め、自分のことは自分でできること。 

② 簡単でもいいから意思表示ができること。 

③ 一所懸命に仕事をすること。 

④ まわりに迷惑をかけないこと。 これらができれば採用だとか！ 

元会長の大山氏が法事で出会った禅寺の僧侶の言葉が、会社にある石碑に刻まれて

いるそうです。 

人間の究極の幸せとは、人に愛されること、人にほめられること、人の役に立つこと、人から必

要とされることである。働くことによって愛以外の３つの幸せは得られる。元会長の大山氏は、働く

ことで「その愛までも得られると思う」とおっしゃられていたそうです。この続きは是非講演会で！ 
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～後援～ 

弘前市 弘前市教育委員会 弘前商工会議所 国立大学法人弘前大学 ＡＴＶ青森テレビ ＡＢＡ青森朝日放送  
ＲＡＢ青森放送 東奥日報社 陸奥新報社 ＦＭアップルウェーブ ＮＨＫ青森放送局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日 時 

令和６年１２月６日（金） 

受 付 １４：３０～１５：００ 
開 会 １５：００～１５：１５ 
講 演 １５：１５～１７：００ 
閉 会 １７：００～１７：１５ 

■講演講師 

日本理化学工業株式会社 

代表取締役社長 大
お お

 山
や ま

 隆
た か

 久
ひ さ

 氏 

大山隆久（おおやま たかひさ）東京都生まれ。 
大学卒業後、広告代理店勤務を経てアメリカに留学。 
大学院卒業後、1993年日本理化学工業株式会社に入社。 
2008年 4代目代表取締役社長に就任。 
2009年「キットパス」、日本文具大賞機能部門：グランプリを受賞 
2024年「キットパスバイアーティスト」日本文具大賞サステナブル部門：グランプリを受賞 
現在、社員 94名のうち 66名が知的障がい者、 
製造ラインをほぼ 100％知的障がい者のみで稼働できるよう、工程にさまざま工夫を凝らしている。 
障がい者雇用への理解を社会に広げるため、見学受入れ他全国各地へ講演会など活動を行っている。 

■場 所 

弘前文化センター 小ホール 

（弘前市下白銀１９－４） 

公共交通手段 
「弘南バス・土手町」循環１００円バスまたは  

浜の町  方面行（駅前 7 番乗場）乗車  

「文化センター前」下車   

“さくらジョブネット”では、障がいのある方との協働をテーマに、大山隆久氏をお迎えし、雇用支援や職場環

境の改善策、協働の実例等、具体的な取組についてお話いただきます。 

本会員（企業、福祉施設、学校関係者、保護者）の皆様に加え、障がい者雇用に興味のある方に向けて、具体的

な情報や実践的なアドバイス等、障がい者雇用の推進に役立つ情報を提供いたします。ぜひ、この機会にご参加い

ただき、共に学び、新たな一歩を踏み出しましょう！ 

※参加費無料（ただし、駐車料金は参加者負担となります） 

 

✂ 
【参加申込票】つがる地区障がい者就労支援連絡会 “さくらジョブネット” 

講演会 働く幸せのために「社員から教わったこと」に申し込みます。 

児童生徒名    部  年 氏名         

参加者氏名 

 

 

 

締切 １１月１５日（金） 

担任 → 左川 

裏面に続きます→ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者雇用に関する具体的な質問や特に知りたいポイントなどがありましたら、お知らせくださ

い。講演内容に反映させたり、質疑応答を円滑に進めたりするために活用させていただきます。 

 


